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ヴィラージュ中原 運営推進会議議事録 
         ◇開催日時 令和８年１月２７日（火）１５：００～１６：１０ 

         ◇開催場所 ヴィラージュ中原 地域交流室 

         ◇出席者 大戸第 2 地区民児協 志村会長 

                常陸町会母親クラブ 橋爪会長 

                地域包括支援センターこだなか：上田センター長、小川保健師 

                よろこび久末：吉田管理者、梅村ＳＣ、田村ＣＭ 

         事務局：福芝施設長、山口 SC、越智ＳＣ 
議題 

１ 看多機の運営状況及び広報について 

２ 令和 7 年度事業報告と 8 年度事業計画（案）について 

３ 地域連携の取り組みについて 

４ その他 

 

■議題１: 看多機の運営状況・広報 
運営状況 

 現在の利用者数: 15 名 

 2 月に１名追加予定で 16 名になる。 

 お泊まりをメインに利用する方が増加し、満床になる日も多くなっている。 

 定員は 18 名で変更なし。 

広報活動 
 「よろこび久末だより」という広報誌を 2 ヶ月に 1 回発行 

 写真を多く掲載し、行事の様子などを紹介 

 お正月の習字や、クリスマスの様子なども掲載 

 フロアにも掲示して閲覧可能 

 

■議題２： 7 年度事業報告と 8 年度事業計画（案） 
話された内容 
SC から 7 年度の活動報告があった。主な内容は以下の通り: 

 老人会を中心に手芸、麻雀、子育てクラブなどの活動を実施 

 隔週木曜日に駄菓子屋を開催 2 月 5 日に豆まきイベントを予定 

 中原区の 3 つの SC 事業所で連携し、区民祭りでの PR ブース出展を計画中 

 具体的なケース対応: 

約 10 ケースに関わり、地域包括支援センターや行政と連携 

 80 代女性の危険な生活状況を発見し、入所につなげた事例紹介 

 80 代女性の孤立解消のため、ボウリング大会にお誘いした事例紹介 

 SC 事業と LSW（ライフサポートワーカー）の関係性について質疑応答があった。 

8 年度の事業計画案について説明があった。主な変更点は以下の通り: 

 基本目標に地域包括ケアシステムへの貢献を明記 

 地域交流、地域資源との連携を強化 

 ボランティアの拡充（事業所応援団：麻雀教室会員・入居者家族など） 

 運営推進会議を通じた地域組織との連携強化 
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 公園清掃や防災訓練への参加による地域での認知度向上 

 地域からの情報による困りごとを抱える対象者の発掘とサービスマッチング 

結論 
8 年度の事業計画案、SC と LSW の関係性について、次回の会議までに詳細を詰め、確定させ

ることとなった。 

 

■議題３： 地域連携の取り組み 
話された内容 
駄菓子屋の活動について報告があった: 

 先週の開催で累計 3,500 名の来場者を達成 

 3 月 3 日にひな祭りスペシャルを予定 母親クラブと連携して実施 

新城地区での活動展開について議論があった: 

 新城いこいの家運営委員会で活動の PR を検討 

 いこいの家での定期的な教室開催の可能性を探る。 

 社会福祉協議会と連携して具体的な提案を検討 

結論 
新城地区での活動展開について、区社協と相談しながら具体的な提案を検討することとなった。 

 

■議題４： 出張相談窓口の設置 
話された内容 
地域包括支援センターから出張相談窓口の設置について提案があった。 

 上小田中 1、2 丁目からの相談件数が年々増加傾向 

 近くに相談できる場所や活動できる場所を求める声がある 

 サロンと相談会を組み合わせた形式を提案 

 健康測定会や肌年齢チェックなど、来場のきっかけとなるイベントの実施を検討 

出張相談窓口の実施方法について議論があった。 

 無料のコーヒーや粗品の提供など、参加しやすい工夫が必要 

 健康サロンと組み合わせて相談につなげる案が出された。 

 企業の協賛を得て実施する可能性も検討 

結論 
次回の会議までに、8 年度の相談会・サロンの具体的な実施案を作成することとなった。実施に

あたっては、町内会や民児協の協力を得て広報活動を行う。 

 

■議題５： その他 
話された内容 
3 月 3 日の駄菓子屋イベントについて追加情報があった。 

 綿菓子作り体験やマシュマロ焼き体験を実施予定 

 本や服のお下がり市を同時開催予定 

結論 
次回の運営推進会議は 3 月 24 日（火）に開催することが決定した。 
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まとめ 
1. 8 年度事業計画 

 地域包括ケアシステムへの貢献を明記し、地域連携を強化 

 次回会議までに詳細を詰め、確定させる。 

2. 地域連携の取り組み 

 駄菓子屋の活動が好評 3 月 3 日（火）にひな祭りスペシャルを予定 

 新城地区での活動展開を区社協と相談しながら検討 

3. 出張相談窓口の設置 

 サロンと相談会を組み合わせた形式で実施を検討 

 健康測定会など、来場のきっかけとなるイベントを企画 

 次回会議までに具体的な実施案を作成 

4. 次回会議 

 3 月 24 日（火）に開催決定 

 

その他特記事項 
 3 月 3 日の駄菓子屋イベントでは、綿菓子作り体験やお下がり市を同時開催予定 

 出張相談窓口の広報には、想定問答集の作成が提案された。 
 


